
 
 

 

 

 

日時 令和８年１１月１８日(水)

午後１時３０分～３時

場所 マルタス 1 階多目的ホール 

定員 ６０人 ※先着順でお願いします 

料金 無料 
問合せ 丸亀市立中央図書館 
     ℡0877-22-3746 
 
                      

 

 
 
 
    
 
 

講師  
 

白川琢磨氏  

福岡大学名誉教授 

金毘羅信仰の源流 
—「まひず」の山伏と金毘羅王赤如神— 

  

:

金毘羅王（雷山千如寺蔵） 

講演者プロフィール 
 
1953 年、多度津町生まれ 

 

慶應義塾大学法学部卒業 同大学院

社会学研究科博士課程修了 博士

（人間環境学）九州大学  

元四国学院大学社会学部教授・同社
会学部長、福岡大学人文学部・同大

学院人文科学研究科教授 

 
著書：「顕密のハビトゥスー神仏習合

の宗教人類学的研究」他 
 



 

我々が親しみを込めて「金毘羅さん」と呼ぶ象頭

山の金毘羅大権現の発祥は、元亀 4 年（1573）の金

毘羅堂建立棟札に遡る。棟札の対象である「金毘羅

王赤如神」を創立したのは金光院洞雲房宥珂ゆ う が という

山伏であるが、宥珂の出自・系譜を辿りながら、彼

が何故金毘羅神を創立したのか、その居住及び修行

の場であった東炭所の金剛院集落と大川山中寺廃寺

との関係、大高見峰・湯舟道経由の滝宮瀧燈院への

ルート、さらにその出自である長尾氏の本所であっ

た荘内半島箱御崎との関係を探りながら、初代であ

りながら追放された宥珂、長曾我部の従軍僧であっ

た二代目宥ゆ う巖げ ん、さらに金毘羅大権現の基礎を確立し

た金剛房宥ゆ う盛せ いまでを述べていきたい。 

    

             

 

 

三十番神（松尾寺蔵） 


